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KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.31)
論理説を土台としている。故に、今日の人から見れば、だいたい著しく中国式である。
ただ素行には他の儒教学者にくらべ、日本古典に精通し、かつ晩年に至っては国体精
神の自覚が強いために、比較的に中国的思想を脱却した跡が見られるが、それでも松
陰ほどには行かなかった。
松陰の武士道は、先師、山鹿素行の衣
い
鉢
はち
（奥義を受け継ぐ）を受けている。のみなら
ず、松陰において最も尊敬すべきは、学者たると同時に実行者であったこと、素行魂
の再生であったことである。ことにまた特筆大書を要する点は、学説としても、また
実行においても、確かに素行に一歩を進めている点である。この点は流石に、山鹿学
統掉尾（最後を飾る）の一偉才たるに恥じないと言って良い。
武士道の根本精神は、実に尊皇思想で無ければならぬ。しかし、この理は上古王政
の時代においては事実であり得たが、鎌倉時代以後においては、尊皇思想とは関係が
薄いというよりも、むしろそれを縮小したような主従関係に移ったために、本来の面
目を失ったのである。けれども、範囲が小さくなるだけにまとまりが良く、かつ究め
て素朴的に、思う存分に精神の流露（よどみなく美しい）が出来たから、その小範囲に
おける民族精神は、かなり培養され鍛錬されたことは疑いない。ゆえにひとたび本来
の面目を自覚するや、その民族精神がそのまま十分の効力を発揮することが出来た。
徳川時代の武士道のだいたいの傾向は、やはりその範囲を出てはいないが、これを思
想的に研究し、国体に基づいてて本来の面目を考えうる者にとっては、「これではな
らぬ」と考えていたのである。山鹿素行はまさにその一人であった。しかし、それは時
代の反抗者として睨まれる感あり、何か一大事変が起こらなければ、公然と発表する
ことは困難であったに違いない。しからば余ほど負い目な態度で発表しなければなら
なかった。当時の学者の多くはこの曖昧学者であった。然るに松陰は、幸いにも幕末
変動の時機に際しているために、初めは徐々に、後はおおぴらに、本来の面目を大声
で叫ぶ事ができたのである。
松陰が書いた、士規七則は、武士道の憲法と言っても過言ではない。
あとがき
最後に松陰が詠んだ詩は、遺言である、「留魂録」を死ぬ前に書き上げ、刑場に行く
前に、同じ牢屋に居た人達への別れの挨拶のかわりに、辞世の詩を高らかに吟誦した。
　　　「身はたとい武蔵野の野辺に朽ちぬとも留め置かまし大和魂」
たとい、私は死んでも、国を思う私の気持ちだけは永久に残しておきたい。という
意味で留魂録を残した。
戦後の日本は、武士道＝武道などと言う言葉は勿論のこと、自国の文化、歴史、伝
統に対する敬意、愛情、理解をほとんど捨て去って省みなかった。こうなった日本の
事情は、誰のせいでもなく、「自虐史観」に陥って、自分たちで捨て去ったのだ。
欧米からもたらされた合理主義によって、「自我」というものを至上の価値に祭り
12
國士舘大學　武德紀要　第 31 号
上げたのだ。日本の一部の知識人も至上の価値としている「個」の（権利、自由、平等、
個性）なるものを推奨して来た。
しかし、すでに行き詰ってしまった。生き詰まった理由を短的に言えば、人間とい
う存在が本質的に持っている、「精神的な希求」という側面を無視したからである。
人間は、自己（自我）よりも大いなるものへの希求を本質的に持つ。なぜなら、自
分たちが生まれてきて、今ここに居るのは、その意味は何か、などと言う「人間の実在
的」な問いかけに対する答えは、自我の中をいくら探しても出てこないからである。
「自我」＝「合理性」から出発する哲学がそれに答えられないのは当然である。
こうして多くの人が眼を向けたのが、東洋の精神的な伝統であった日本の「武士
道」であったのである。
「武道初心集」に、「人の命の常無を、取り分けて武士の命の常無きを思え。かくし
て汝は日々、おれ汝の最期と考え、汝の義務を満たさんが為、日々をささげるに至る
であろう」（大拙による）
死を覚悟するという事は、あるいは、死ぬ事と見つけたり、と言う事は、死を美化す
る事ではない。そうではなく、死を覚悟する事によって、逆に死の恐怖（実際には自
我の恐怖）から解放され、何事であれ、徹底した人生を送る事が出来るという事を言っ
ているのである。こうした人間にとっては一瞬一瞬が、いつもそのまま完成している
のである。（現成公案）
私たちは、文化遺伝的にこういった遺伝子を持っているのである、この宝物をもう
一度見つめ直して行きたいものである。
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